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京大白浜試験地におけるモリシマアカシアの

立木および丸太材積の検討

上中幸治・羽谷啓造
那須孝治・赤井龍男

は　じ　め　に

　南紀地方のせき悪地における森林の生産力増強という問題について，まずとりあげられたことは樹

種の選定であり，なかでも外国樹種の導入が種々試みられたが，そのうちモリシマアカシア（タンニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．2）
ンアカシア）の造林は成功した一例で，その報告もかなり見受けられる。白浜試験地内に柴田らによ

って，モリシマアカシアを試植したのは昭和21年4月頃が最初であり，その後昭和25年2月に京都大

学農学部附属演習林白浜試験地として地上権が設定されて以来，モリシマアカシアを中心とする樹種

で，せき悪林地に対する森林造成のための各種の試験研究が鋭意行なわれてきた。モリシマアカシア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．4．5．6）
の幼齢木における生長経過などについては柴田らによって報告されているが，アカシアの林分蓄積の

推定に必要な立木幹材積についての報告は見受けられないようであるので，植付け後18生育期をむか

えた林分を一部伐採処分するにあたり，それを資料として材積表の作成を試みた。幹材積の推定に必

要な計算式は種々あるが，今回は資料数が少ないこともあって，最近生態学の分野において，林分現

存量の推定に用いられる胸高直径と樹高に対する幹材積の相対生長関係より，幹材積を計算する立木

幹材積表を作成してみた。

　本報告は昭和47，49年の7月の2回にわたって伐倒調査した資料をまとめた報告である。なお，調

査にあたり協力をいただいた学生諸氏に深く感謝したい。

1　調　　査　　地

　本調査は2つの林分で行なった。　1林班の林分（林分1）は，北北東に約25°傾斜した小さな丘陵

で，地質は第3紀層に属しきわめてせき悪地である。昭和35年4月に皆伐跡地に植付けた0．2haの広

さの林分で，調査時の立木本数は約350本，平均直径12cm，平均樹高10mで，モリシマアカシアとし

てはやや密な林分である。また2林班の調査林分（林分2）は，北と南に対面し，30°前後に傾斜し

た複雑な地形で昭和29～30年にかけて0．3haの広さに植付けしたが，調査時の立木本数は209本，平均

直径17cm，平均樹高111nであった。この林分はモリシマアカシアとして比較的疎な林分であり，植

付け後10年を経てヒノキ苗を昭和40年4月に樹下植栽したが，最近ヒノキがよく育ってきたので，調

査後昭和49年12月に伐採した。いずれも植付け後数回手入れし，またせき悪地であるためhaあたり

100～150kgの肥料を植付け後3回，単位面積当り同量となるように均一に散布した。

2　調　査　方　法

　胸高直径，樹高の毎木調査を行なった後，各林分からいろいろの大きさの資料木を14本選び，それ

ぞれ地際より伐倒し，地際（Om）から地上0．3mまでと，それ以上は1．3，2．3……と各1mの層ごと

に切り離し，各層から採取した円板の樹幹解析から，幹材積，幹生長経過，幹生長量をもとめた。さ

らに幹の生重量を計測し，サンプリングによる絶乾率から幹乾重量をもとめた。
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　図1　D2Hに対する幹材積（V）の相対生長
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図2　D2に対する幹材積（V）の相対生長関係

3　立木幹材積の検討

　1）　相対生長関係

　伐倒した各個体の胸高直径（D）と樹高（H）のD2H（cm2m）に対する皮つき幹材積（Vs　mS），皮

なし幹材積（γs’m3）ならびに胸高直径（D2cm2）に対する皮つき幹材積（γsm3），皮なし幹材積

（Vs’m3）の相対生長関係をもとめると図1，2のようになった。図1のようにD2HとVsの相対生長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
関係は両対数グラフ上で1本の直線でよく近似することは，菅が各地のスギで明らかにし，柴田がモ
　　　　　　　　　の
ミで，またテーダマツでも求められている。これに対しDのみを変数とした相対生長関係は立木の構

成状態によって分離するが，ここでは図2に示したように，多少のバラツキはあるが，比較的適合性

がよいようである。これらの関係式はつぎのように近似された。

　　　皮つき　logVs－0．9381109（Z）2H）－4．1853……・・………・…………（1）

　　　　　　　logVs＝1．1645亘og　（D2）－3，6797…………………　…………（2）

　　　皮なし　logVs’－0．961510g（1）2H）－4．　3368…一……・………・……｛3）

　　　　　　　logVs’＝1．183910g（D2）－3◆8003……・………・………・……｛4｝

　　　　但し，D；cm，　H；m，　V；m3

なお，ここで用いた胸高直径は樹幹解析によって円板から読みとった値を用いたが，円板読みとりの

直径と伐倒前の毎木調査時の直径に多少の誤差がみとめられる。これは樹皮の凹凸も含めて測定され

る毎木調査時の測定方法の差によるもので，円板から読みとった直径の方が常に4％前後小さくなる

傾向がある。

2）樹皮率
樹幹解析の結果から直径に対する樹皮率を図3に示した。図のように相当なバラツキがあるが，小
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図3　Dに対する樹皮率の関係

さい個体の方が多少樹皮率は大きいようで，図1，2の皮つき，皮なしの直線からも同様の傾向が認め

られる。しかしあまり大きな差はないので，おおまかには全部の平均16．1％を用いてさしつかえない

であろう。

　3）胸高直径（D）と樹高（H）の関係

　毎木調査の資料から胸高直径5mmの間隔で平均したDとHの相対生長関係を図4に示した。図から

明らかなように個体の大きい方でかなりバラックようである。これに伐倒した資料木のDとHを入れ

ると，Hの大きい方に片寄る傾向があるが，これは資料木が比較的通直なものが選ばれた結果である

と思われる。そしてDが20cmを越える大きさあたりからHの頭打ち現象があらわれるようである。し

たがってD2を変数としたVsの関係式でもとめた幹材積は，大きい個体ほど過大に推定される危険

があるので，Dが30cm以上のものについては特にこのことに留意する必要がある。

4　幹　材　積　表

　D2Hに対する皮つきおよび皮なし幹材積の相対生長関係式（1｝，（3｝式からもとめたD，　H2変数の幹

材積表を表1，2に示した。　この皮つき幹材積表の値を林野庁編の立木幹材積表の近畿地方広葉樹工

型（サワグルミ群）の材積式と比較してみると，直径範囲12～20cmではモリシマアカシアの方が僅

かに小さいもののほとんど差がない。しかし10cm以下ではモリシマアカシアの材積の方が小さく，

反対に22cm以上では大きくなる傾向があった。但し，林野庁の立木材積表に用いられる胸高は1．2m

であるので，本報告の立木材積表の方が大きくなるが，その差はきわめて小さく，上の傾向にはほと

んど影響しないようであった。

　D2に対する皮つきおよび皮なし幹材積の相対生長関係式（2），（4）式からもとめたDに関する1変数の

幹材積表を表3に示した。前述のD－H関係で検討したように大きい個体の方で材積が過大に評価さ

れる傾向があるが，Hの測定が困難な林分において適用するのに適切であろう。



表1 モリシマアカシアの胸高直径（1．3m高），樹高別立木幹材積表（皮つき）

胸高直径；cm樹高；m幹材積；m3
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表2 モリシマアカシアの胸高直径（1．3m高），樹高別立木幹材積表 （皮なし）

　　　　　　　胸高直径；cm樹高；m 幹材積；m3
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表3　モリシマアカシアの胸高直径別立木幹材積表 500

胸高直径
　（cm）
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0．　0349
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図5　D2Hに対する幹乾量（Ws）の相対生

　長関係

5　幹乾重量の検討

　一般用材と同様，パルプ原料としての広葉樹

も材積量によって取引きされるのが普通である

が，生産量の推定には幹重量による検討が行な

われるので，伐倒資料木の生重量測定を行なっ

た林分1（1林班）の9本について，円板から

の絶乾率より各資料木の乾重を計算し，D2H

に対する’皮つき幹乾重（Ws，　kg）の相対生長関

係をもとめると図5のようになり，その近似式

はつぎのようになった。

　log　w・＝O．896710g（D2H）－1．1414……（5）

　1）；cm，　H；m，　Ws；kg
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図6　D2Hに対する最近1年間の材積生長量
　　（dVs）の相対生長関係

この（5）式を用いればDとHの2変数の幹乾重表を作ることができる。

6　年間幹生長量

　モリシマアカシアが材積で1年間にどれほど生長するのか，その目安をもとめる意味でD2Hに対

する樹幹解析から推定した最近1年間の材積生長量（4γs，cm3）の相対生長関係を図6に示した。バ

ラツキが大きいがその近似式はつぎのようになった。

　　　10gAVs＝0．926710g　（1）2H）－5．1294…………・…　…・………・………　…｛6）

　　　　　D；cm，　H；m，　dVS；m3



7　丸太材積の検討

　林分2（2林班）の立木は調査後49年12月に全林伐採した。伐採本数は209本で，同年7月調査時に

おける皮つき立木材積は32．　53mS，皮なし立木材積は27．42m3と推定されたが，伐倒集材後の皮なし

の丸太材積は約19．3m3であった。したがって，皮なし材積で比較した立木材積に対する丸太材積の歩

止りは約70．4％となった。

　モリシマアカシアの丸太材積や歩止りについては現在まだ資料が少ないので，さらに今後よく検討

してみたい。

あ　と　が　き

　本報告でとりまとめたモリシマアカシアの立木幹材積表は，京大白浜試験地のようなせき悪地の立

木には一応適用できるものと思われるが，広域的に利用できる材積表とするためには，さらに多くの

資料を加えて検討する必要があろう。
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